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経営改革を発表した5月の記者会見で握手するNTTの島田明社長（左）とNTTデータグループの佐々木裕社長

今
年
４
月
に
民
営
化
40
年
を
迎

え
た
日
本
電
信
電
話
が
７
月

か
ら
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
式
会
社
」

へ
と
社
名
変
更
し
た
。
さ
ら
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ

ー
タ
グ
ル
ー
プ
を
株
式
公
開
買
い
付
け

（
Ｔ
Ｏ
Ｂ
）
に
よ
り
完
全
子
会
社
化
し
た
。

ラ
イ
バ
ル
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
分
割
・
民
営
化
の
努
力
は
何
だ
っ
た
の

か
」
と
批
判
の
声
も
上
が
る
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

に
と
っ
て
グ
ル
ー
プ
の
再
統
合
は
長
年
の

悲
願
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
５
月
の
統
合
発
表
会
見
で
は
昔
を
知
る

記
者
が
少
な
か
っ
た
せ
い
か
、
島
田
明
社

長
に
「
日
本
電
信
電
話
の
名
前
が
消
え
る

こ
と
に
淋
し
さ
は
な
い
か
」
と
聞
く
な
ど

本
質
と
関
係
な
い
質
問
に
苦
笑
せ
ざ
る
を

得
な
い
場
面
も
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
分
割
・
民
営
化
は
通
信
と
い
う

公
共
事
業
を
巡
る
政
治
や
政
府
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ

と
の
攻
防
の
歴
史
で
あ
り
、
日
本
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
立
ち
遅
れ
る
契
機
を

招
い
た
出
来
事
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

そ
の
分
割
・
民
営
化
さ
れ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が

な
ぜ
今
ま
た
再
統
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
再
統
合
は
日
本
の
情
報

通
信
市
場
に
お
け
る
歴
史
的
転
換
点
と
も

い
え
る
だ
け
に
、
そ
れ
が
持
つ
意
味
を
正

WEDGE  REPORT

情報通信市場の歴史的転換点
NTTが再統合で負う責務

民営化40年を経て実現した悲願のNTT再統合は日本の情報通信市場の歴史的転換点だ。
NTTは再び世界に打って出られるのか？ 今回の経営改革の持つ意味を検証し、今後を展望する。

関口和一   Waichi Sekiguchi

MM総研 代表取締役所長

TOYO
 KEIZAI/AFLO
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え
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
」。
明
治

大
学
専
門
職
大
学
院
ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
科

教
授
の
大
山
典
宏
氏
は
こ
う
危
惧
す
る
。

　

団
塊
世
代
の
全
員
が
75
歳
以
上
に
な
っ

「
誰

日本三大ドヤ街の一つである東京・山谷地区。生活保護を利用している人の割合は約9割に達するという

揺
ら
ぐ
生
活
保
護
制
度

〝
最
後
の
砦
〞を
守
る
に
は

WEDGE

OPINION

W
ED

G
E

約
10
年
後
、就
職
氷
河
期
世
代
は
高
齢
期
を
迎
え
る
。そ
の
時
、日
本
が
直
面
す
る
の
が「
貧
困
の
高
齢
化
」だ
。

彼
ら
を
救
う
た
め
の「
備
え
」は
十
分
に
あ
る
の
か
。こ
れ
以
上
先
送
り
せ
ず
、現
実
的
な
解
を
見
出
す
必
要
が
あ
る
。

た
今
年
。
生
活
保
護
世
帯
の
う
ち
65
歳
以

上
で
構
成
さ
れ
る
高
齢
者
世
帯
の
割
合
は

55
・
４
％
と
、
日
本
の
高
齢
化
率
（
29
・

３
％
）
よ
り
相
当
に
高
い
。

　

さ
ら
に
、
今
後
10
年
の
間
で
懸
念
さ
れ

る
の
が
、「
就
職
氷
河
期
世
代
」
の
高
齢

化
だ
。
彼
ら
の
多
く
が
低
年
金
・
無
年
金

状
態
と
な
り
、「
巨
大
な
集
団
」
と
し
て

現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ま
ま
の
状
態

を
放
置
す
れ
ば
、
生
活
保
護
の
利
用
者
が

爆
発
的
に
増
え
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
准
教
授
の

桜
井
啓
太
氏
は
「
生
活
保
護
の
制
度
そ
の

も
の
よ
り『
外
側
』
に
問
題
が
あ
る
。『
最

後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
』
だ
か
ら
こ

そ
、
外
側
の
制
度
不
全
が
今
、
生
活
保
護

の
制
度
に
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
」
と
指

摘
す
る
。

　

桜
井
氏
の
言
う
「
外
側
」
に
は
ど
ん
な

問
題
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
を
知
る
に
は
ま

ず
、
生
活
保
護
の
利
用
者
を
と
り
ま
く
環

境
に
つ
い
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

生
活
に
困
窮
し
た
人
が
行
政
か
ら
紹
介

さ
れ
る
施
設
の
一
つ
に
、「
無
料
低
額
宿

泊
所
（
以
下
、
無
低
）」
が
あ
る
。
１
９

９
０
年
代
後
半
に
は
全
国
に
数
十
カ
所
程

度
の
規
模
だ
っ
た
が
、
２
０
２
２
年
に
は

現場に巣くう不都合な真実
「網」の充実で困窮者を救え

現場の視点

文・編集部（仲上龍馬）

今、生活保護の利用者はどのような窮状に直面
しているのか。そこに至る前の「セーフティーネ
ット」を、いかに機能させることができるのか。
日本が抱えている課題を現場目線で紐解く。

に
も
頼
る
こ
と
が
で
き

ず
、
年
金
も
満
足
に
貰

え
ず
、
そ
れ
で
も
地
域

で
暮
ら
す
高
齢
者
が
増



REPORTAGE

文／写真・編集部（大城慶吾、野口千里）

映
像
「
私
た
ち
は
、【
カ

ラ
フ
ト
】
を
知
ら
な

い
。」
の
冒
頭
の
シ
ー

ン
で
あ
る
。

　

小
誌
取
材
班
は
６
月

下
旬
、
日
本
最
北
端
の

街
・
北
海
道
稚
内
市
を

「
カ 

ラ
フ
ト
？　

思
い
つ
く
こ

と
？　

何
も
な
い
」（
女

子
学
生
）

「
思
い
浮
か
ば
な
い
で
す

ね
…
…
」（
男
子
学
生
）

「
カ
ラ
フ
ト
で
し
ょ
？
」
と
言
い
、
女
子

学
生
が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
記
し
た
文
字

は
「
棒
太
（
ボ
ウ
フ
ト
）」
だ
っ
た

│
。

　

こ
れ
は
、
稚
内
市
樺
太
記
念
館
の
展
示

吉田初三郎『樺太鳥瞰図』稚内市教育委員会所蔵、一部引用

訪
ね
た
。
ア
イ
ヌ
語
で
「
ヤ
ム
ワ
ッ
カ
ナ

イ
（
冷
た
い
水
の
沢
）」
に
由
来
す
る
こ

の
街
は
、
東
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
西
に
日

本
海
、北
に
宗
谷
海
峡
を
挟
み
、ロ
シ
ア・

サ
ハ
リ
ン
島
と
向
き
合
う
「
国
境
の
街
」

で
あ
る
。

　

サ
ハ
リ
ン
は
１
９
０
５
（
明
治
38
）年
、

日
露
戦
争
後
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
で
、
北

緯
50
度
以
南
が
日
本
の
領
土
（「
南
樺
太
」

と
呼
ば
れ
た
）
と
な
っ
た
。
以
後
、
日
本

人
に
よ
っ
て
、
未
開
の
地
に
多
く
の
街
々

が
築
か
れ
、
太
平
洋
戦
争
終
戦
の
45
年
ま

で
の
40
年
間
、
そ
こ
は
〝
日
本
〞
だ
っ
た

（
国
境
変
遷
の
歴
史
は
33
頁
参
照
）。

　

樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）
の
面
積
は
約
７
万

６
４
０
０
平
方
㌔
・
㍍
で
、
世
界
で
22
番

目
に
大
き
な
島
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
南

樺
太
は
、
北
海
道
の
半
分
ほ
ど
で
、
か
つ

て
は
40
万
人
を
超
え
る
人
々
が
暮
ら
し
、

農
林
水
産
業
、
鉱
業
な
ど
が
発
展
し
た
。

稚内からロシア・サハリン島まではわずか約43㌔・㍍。
かつて多くの人が海を渡った「国境の街」を歩いた。

サハリンと向き合う街・稚内
平和を希求する人々の想い
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特集　サハリン、日ソ戦争が戦後の日本に残したこと

（
同
・
ク
リ
ル
諸
島
）
が
着
色
さ
れ
て
い

な
い
の
を
不
思
議
に
思
っ
た
方
も
い
る
だ

ろ
う
。
そ
の
理
由
を
知
る
に
は
日
露
関
係

の
歴
史
を
紐
解
く
必
要
が
あ
る
。

　

１
８
５
５
年
、
日
本
は
ロ
シ
ア
帝
国
と

国
交
を
樹
立
し
、
択
捉
島
と
ウ
ル
ッ
プ
島

の
間
を
国
境
に
す
る
と
確
認
し
た
。
そ
の

後
、
日
本
は
千
島
列
島
全
島
を
75
年
に
、

南
樺
太
は
１
９
０
５
年
に
ロ
シ
ア
帝
国
か

ら
獲
得
す
る
。
し
か
し
、
45
年
の
日
ソ
戦

争
で
こ
れ
ら
の
地
域
は
ソ
連
軍
に
占
領
さ

れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
翌
年
、
ソ
連
は
両
地

域
を
自
国
の
施
政
権
下
に
置
き
、
そ
の
後

は
ロ
シ
ア
連
邦
に
引
き
継
が
れ
て
現
在
に

至
る
。

連
に
惜
し
み
な
く
物
的
援
助
を
与
え
た
。

　

さ
ら
に
、45
年
２
月
の
ヤ
ル
タ
会
談
で
、

ソ
連
が
対
日
戦
に
加
わ
れ
ば
南
樺
太
を

「
返
還
し
」、
千
島
列
島
を
「
引
き
渡
す
」

こ
と
も
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
米
国
大
統
領
は

約
束
す
る
。

　

終
戦
を
急
ぐ
米
国
と
、
決
断
の
遅
い
日

本
。
漁
夫
の
利
を
収
め
た
の
が
ソ
連
だ
。

ソ
連
は
ド
イ
ツ
を
無
条
件
降
伏
に
追
い
込

ん
だ
３
カ
月
後
に
、
ま
だ
有
効
だ
っ
た
日

ソ
中
立
条
約
を
破
棄
し
て
日
本
へ
宣
戦
布

告
す
る
。
こ
れ
は
ヤ
ル
タ
会
談
で
約
束
し

た
対
日
参
戦
の
期
日
に
か
な
う
も
の
だ
っ

た
。

　

だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
米
国
が

唯
一
の
核
兵
器
の
保
有
国
に
な
っ
た
こ
と

で
ソ
連
の
軍
事
力
に
頼
る
必
要
が
薄
ま

り
、
ヤ
ル
タ
で
の
秘
密
協
定
を
米
国
が
守

る
か
雲
行
き
が
怪
し
く
な
っ
た
こ
と
も
背

景
に
あ
る
。
な
ら
ば
、
ヤ
ル
タ
で
約
束
さ

れ
た
利
権
を
実
力
で
確
保
し
よ
う
と
、
日

本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
を
表
明
し
て

降
伏
し
て
か
ら
も
、
ソ
連
軍
は
南
樺
太
や

千
島
列
島
で
進
撃
を
続
け
る
こ
と
に
な

る
。

　

南
樺
太
の
人
口
は
、
開
戦
前
に
41
万
人

を
超
え
て
い
た
。
こ
こ
で
の
本
格
的
な
戦

降
伏
を
た
め
ら
う
。
米
英
な
ど
連
合
国
が

日
本
に
突
き
付
け
た
の
が
、
敗
者
が
条
件

を
付
け
る
の
を
許
さ
な
い「
無
条
件
降
伏
」

だ
っ
た
た
め
だ
。
日
本
側
は
、「
無
条
件

降
伏
」
を
す
れ
ば
「
国
体
護
持
」
は
危
う

い
と
恐
れ
た
。「
国
体
」と
は
多
義
的
だ
が
、

天
皇
を
中
心
と
す
る
政
治
体
制
の
在
り
方

で
あ
る
。

「
国
体
護
持
」
を
絶
対
に
譲
れ
な
い
条
件

と
み
な
す
日
本
は
、
戦
争
を
続
け
て
一
度

は
勝
利
し
、
そ
の
後
に
「
国
体
護
持
」
な

ど
の
条
件
を
付
け
て
米
英
と
講
和
し
た
い

と
夢
想
し
た
。
さ
ら
に
、
ソ
連
を
仲
介
役

に
し
た
講
和
案
も
浮
上
す
る
。
日
本
政
府

と
軍
部
は
、日
ソ
中
立
条
約
が
あ
る
た
め
、

ソ
連
が
米
英
と
の
橋
渡
し
役
に
な
っ
て
く

れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
し
た
。
一
方

的
な
期
待
に
基
づ
き
、
ソ
連
を
頼
っ
た
日

本
の
指
導
者
は
「
見
た
い
現
実
」
し
か
見

て
い
な
か
っ
た
。

　

一
方
の
米
国
は
、
日
本
本
土
に
向
け
て

快
進
撃
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
米
兵
の
犠

牲
者
が
増
え
る
一
方
な
の
に
は
頭
を
抱
え

て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
米
国
に
と
っ

て
ソ
連
の
対
日
参
戦
は
日
本
を
追
い
込
む

切
り
札
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
対
独
戦
と

同
じ
く
対
日
戦
の
た
め
に
も
、
米
国
は
ソ

日
本
で
販
売
さ
れ
て
い
る
地

図
帳
を
見
て
、
樺
太
（
ロ

シ
ア
名
・
サ
ハ
リ
ン
島
）

の
南
半
分
と
、
千
島
列
島

1980年東京都生まれ。北海道大学大学院
文学研究科博士課程単位取得後退学。
岩手大学人文社会科学部准教授などを経
て現職。著書に『日ソ戦争 帝国日本最後
の戦い』（中公新書）、『シベリア出兵 近
代日本の忘れられた七年戦争』（同）など
多数。

麻田雅文
Masafumi Asada

成城大学法学部 教授

　

一
方
、
日
本
は
51
年
に
調
印
さ
れ
た
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
で
南
樺
太
と

千
島
列
島
を
放
棄
し
た
。
だ
が
、
ソ
連
は

こ
の
条
約
に
調
印
せ
ず
、
さ
ら
に
現
在
ま

で
日
露
間
で
そ
の
領
有
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
が
十
分
に
も
た
れ
て
い
な
い
と
い
う

理
由
で
、
日
本
政
府
は
両
地
域
の
帰
属
は

「
未
確
定
」
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
日

本
政
府
の
見
解
に
従
い
、
両
地
域
は
ど
こ

の
国
に
も
属
さ
な
い
と
し
て
、
日
本
の
地

図
帳
で
は
色
が
塗
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う

わ
け
だ
。

終
戦
急
ぐ
米
国
、決
断
遅
い
日
本

漁
夫
の
利
を
収
め
た
ソ
連

　

日
露
両
国
の
主
張
は
別
と
し
て
、
領
土

問
題
の
始
ま
り
は
日
ソ
戦
争
で
の
ソ
連
軍

に
よ
る
占
領
だ
。
本
稿
で
は
、
こ
の
戦
争

の
う
ち
、
南
樺
太
と
千
島
列
島
に
地
域
を

限
定
し
て
記
す
。
満
州
（
現
・
中
国
東
北

部
）
な
ど
他
の
地
域
や
、
戦
闘
の
詳
細
は

拙
著
『
日
ソ
戦
争
』（
中
公
新
書
）
を
参

照
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

Ｂ
29
に
よ
る
日
本
本
土
へ
の
空
襲
が
始

ま
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
米
軍
に
奪
還
さ
れ

た
44
年
秋
に
は
、
す
で
に
日
本
の
敗
北
は

決
定
的
だ
っ
た
。
だ
が
、
日
本
は
な
お
も
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上
の
勤
務
を
終
え
て
よ
う
や
く
横
に
な
っ

た
と
き
だ
っ
た
。
１
９
４
６
年
６
月
30
日

の
夜
で
あ
る
。
實
は
そ
の
日
、
真
岡
駅
ま

で
走
る
途
中
で
信
号
を
見
落
と
し
あ
わ
や

貨
物
列
車
と
正
面
衝
突
と
い
う
事
態
を
起

こ
し
て
い
た
。
多
分
そ
れ
に
つ
い
て
の
聴

取
だ
ろ
う
と
、
深
刻
に
は
考
え
ず
に
指
定

さ
れ
た
部
屋
で
一
晩
を
過
ご
し
た
。

　

翌
日
、
背
中
に
銃
を
突
き
つ
け
ら
れ
、

豊
原
（
現
・
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）
の

刑
務
所
に
連
行
さ
れ
る
と
そ
の
ま
ま
獄
中

に
留
め
置
か
れ
る
。
半
年
た
っ
た
深
夜
、

軍
事
裁
判
だ
と
呼
び
出
さ
れ
、
訳
の
分
か

ら
な
い
う
ち
「
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
刑
法
第

59
条
に
よ
り
懲
役
２
年
６
カ
月
」
を
言
い

樺
太
鉄
道
の
機
関
士
、
伊
藤

實み
の
る

が
軍
の
施
設
に
来
る
よ

う
ソ
連
当
局
か
ら
電
話
を

受
け
た
の
は
、
30
時
間
以

1951年北海道生まれ。フリーライターとし
て、各新聞、雑誌で活躍。主な著書に『た
った独りの引き揚げ隊』（KADOKAWA）、『ピ
ㇼカチカッポ』（岩波書店）、近著に約8年
をかけて書き上げた『脱露 シベリア民間人
抑留、凍土からの帰還』（KADOKAWA）。

石村博子
Hiroko Ishimura

ノンフィクションライター

TATSURU NITTA

1993年3月、シベリア・カンスクで生存が確認された4人。左から佐藤弘、森岡馨、植木武廣、木村鉄五郎氏。佐藤氏を除いた3人は日本に妻子を残す
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PART 2

「シベリア抑留」というと軍人の悲劇という印象が強くあるが、その中には市井の人々もいた。
「シベリア民間人抑留者」は異国の地で、自らの運命を受け入れ、格闘し続けた人 で々あった。

異国で生きた日本人
シベリア民間人抑留者の声なき声
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疎
開
で
は
避
難
で
き
た
人
は
ご
く
わ
ず
か

に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
半
の
日
本
人

は
ソ
連
軍
占
領
後
の
46
年
、
56
年
の
２
度

に
わ
た
る
引
き
揚
げ
事
業
に
よ
り
帰
国
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
様
々
な
事
情
か
ら
帰

国
の
機
会
を
逃
し
、
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な

っ
た
多
く
の
日
本
人
が
い
た
の
で
す
。

　

88
年
、
ソ
連
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
政
策

に
よ
っ
て
実
現
し
た
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
ク

ル
ー
ズ
で
私
は
初
め
て
サ
ハ
リ
ン
を
訪
れ

ま
し
た
。「
社
会
主
義
の
国
と
は
ど
ん
な

国
な
の
か
、
自
分
の
目
で
見
て
み
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
、参
加
し
ま
し
た
。

　

サ
ハ
リ
ン
で
は
当
時
ま
だ
、
現
地
の
日

本
人
が
日
本
か
ら
の
訪
問
者
に
接
触
す
る

こ
と
は
当
局
か
ら
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
一
人
の
残
留
日
本
人
男

性
に
「
日
本
人
に
会
い
た
く
な
い
か
？
」

と
話
し
か
け
ら
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
時
の
日
本
人
女
性
た
ち
と
の
出
会

い
が
、
そ
の
後
、
私
の
人
生
に
大
き
く
か

か
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
そ
れ

ま
で
、
サ
ハ
リ
ン
残
留
朝
鮮
人
の
帰
還
事

業
に
つ
い
て
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま

さ
か
日
本
人
が
残
留
し
て
い
る
と
は
思
っ

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

サ
ハ
リ
ン
に
残
さ
れ
た
日
本
人
女
性
の

多
く
は
自
分
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
隠

し
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

た
ち
の
よ
う
な
日
本
人
が
サ
ハ
リ
ン
に
来

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
自
分
た
ち
も

「
い
つ
か
日
本
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
考
え
、
サ
ハ
リ
ン
在
住

の
「
日
本
人
リ
ス
ト
」
を
作
っ
て
待
っ
て

い
た
の
で
す
。

　

訪
問
先
の
日
本
人
女
性
の
家
で
私
は
大

き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
人
形
な

ど
を
飾
る
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
に
、
日
本
人
が

捨
て
て
い
っ
た
菓
子
袋
や
た
ば
こ
の
箱
が

大
事
そ
う
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

ロ
シ
ア
語
ば
か
り
に
な
っ
た
サ
ハ
リ
ン

1992年4～5月に行われた第5次帰国の様子
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は
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
〝
教
科

書
〞
み
た
い
な
存
在
で
す
。

　

日
本
サ
ハ
リ
ン
協
会
で
は
こ
れ
ま
で
、

旧
ソ
連
地
域
に
住
む
残
留
日
本
人
の
一
時

帰
国
や
永
住
帰
国
の
支
援
を
主
な
事
業
と

し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
サ
ハ
リ
ン

に
出
会
っ
た
者
の
責
務
と
し
て
、
こ
の
活

動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

１
９
４
５
年
当
時
、
樺
太
に
は
40
万
人

近
く
が
住
ん
で
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
豊
か
な
土
地
で
の
平
穏
な
暮
ら
し
か

ら
一
転
、
残
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
運
命
に

な
る
と
は
、
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

ソ
連
軍
の
侵
攻
直
後
に
行
わ
れ
た
緊
急

サ
ハ
リ
ン
に
出
会
っ
た
か
ら

こ
そ
、
そ
れ
ま
で
と
は
違

う
世
界
が
見
え
て
き
た
。

私
に
と
っ
て
、
サ
ハ
リ
ン

日本サハリン協会会長。元FM東京アナ
ウンサー。退職後もフリーランスとして
報道関係を中心に活動。2012年に同会
会長就任。日本大学文理学部では非常
勤講師として民俗学・民俗文化論を教
える。

斎藤弘美
Hiromi Saito

日本サハリン協会
会長

PART 3

サハリンに残留を余儀なくされた多くの日本人。もしも、自分がその当事者であったら─。
帰国者支援を行う斎藤弘美さんが伝えていきたいこととは。

帰国支援は私の〝責務〟
人生を変えたサハリンとの出会い

聞き手／構成・編集部（野口千里、大城慶吾）
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特集　サハリン、日ソ戦争が戦後の日本に残したこと

空襲で破壊された東京・銀座。
日本にとっては80年前のことだ
が、ウクライナやパレスチナの
ガザでは、現在の姿だ
KINGENDAI PHOTO LIBRARY/AFLO

80年前と地続きの現代
「国境」「教育」「対話」から考える

歴
史
は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
韻
を
踏
むマ

ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン

　

我
々
は
本
当
の
意
味
で
歴
史
か
ら
教
訓
を
得
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
今
も
な
お
か
つ
て
犯
し
た
過
ち
を
、
違
っ
た
形

で
繰
り
返
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
視
点
や
学
び
、
実
践
が
あ
れ
ば
よ
い
の

か
。
こ
こ
で
は
３
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　

１
つ
目
は
、
糧
を
求
め
て
、
あ
る
い
は
戦
争
に
よ
っ
て

国
境
を
越
え
る
人
々
だ
。
世
界
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
に

身
を
置
か
ざ
る
を
得
な
い
人
が
今
も
な
お
増
え
続
け
て
い

る
。
こ
れ
が
か
つ
て
の
日
本
人
も
体
験
し
た
こ
と
だ
っ
た

と
知
っ
た
と
き
、
我
々
は
遠
い
国
で
起
き
て
い
る
こ
と
と

し
て
傍
観
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
だ
。

　

２
つ
目
は
、
教
育
。
逃
げ
る
こ
と
な
く
自
国
の
過
去
の

暗
部
を
見
続
け
、
ナ
チ
ス
が
起
こ
し
た
大
罪
は
時
間
の
経

過
に
関
係
な
く
、
苛
烈
な
ま
で
に
追
及
し
て
い
く
。
か
つ

て
の
同
盟
国
ド
イ
ツ
の
歴
史
教
育
、
戦
後
賠
償
の
あ
り
方

は
、
日
本
人
の
目
に
ど
う
映
る
だ
ろ
う
か
。

　

３
つ
目
は
、
対
話
だ
。
い
ま
だ
に
日
本
で
は
外
国
人
に

対
す
る
偏
見
は
少
な
く
な
い
。
む
し
ろ
、
悪
化
し
て
い
る

と
言
っ
て
も
い
い
。
そ
れ
は
、
否
応
な
く
中
国
に
残
留

し
、
後
に
帰
国
し
た
中
国
残
留
孤
児
に
も
向
け
ら
れ
た
。

対
話
こ
そ
が
偏
見
か
ら
人
を
解
き
放
つ
の
だ
。

文・編集部（友森敏雄）

H istory does not rep eat i t se lf,  b u
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る
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻
撃
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
や

ス
ー
ダ
ン
で
の
内
戦
の
泥
沼
化
―
―
。
国

際
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
経
済
平
和
研
究
所
に

よ
れ
ば
、
国
家
が
主
体
と
な
っ
た
紛
争
は

戦
後
最
多
の
59
件
。
新
た
に
大
規
模
紛
争

が
起
こ
る
予
兆
も
「
戦
後
最
悪
」
と
し
、

さ
ら
な
る
戦
火
の
広
が
り
に
警
鐘
を
鳴
ら

す
。

　

紛
争
の
増
加
と
と
も
に
故
郷
を
追
わ
れ

た
人
の
数
は
増
え
続
け
、
国
連
難
民
高
等

弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
に
よ
る

と
昨
年
末
時
点
で
１
億
２
３
２
０
万
人
。

10
年
前
か
ら
倍
増
し
た
。
日
本
の
総
人
口

に
も
匹
敵
す
る
人
た
ち
が
家
を
失
い
、
彷

徨
っ
て
い
る
。

　

平
和
が
音
を
立
て
て
崩
れ
て
い
く
こ
の

数
年
間
、
私
は
命
を
か
け
て
境
界
を
越
え

よ
う
と
す
る
人
々
の
足
跡
を
追
っ
て
き

た
。
彼
ら
が
故
郷
を
離
れ
る
理
由
は
様
々

だ
。
戦
争
や
内
戦
、
民
族
対
立
、
治
安
悪

化
、
貧
困
。
そ
し
て
現
状
へ
の
絶
望
と
未

来
へ
の
か
す
か
な
希
望
。
あ
る
人
は
「
難

民
」
や
「
避
難
民
」
と
し
て
保
護
を
受
け
、

ま
た
あ
る
人
は
密
入
国
し
た
「
移
民
」
と

し
て
国
境
の
外
へ
追
い
返
さ
れ
る
。

　

だ
が
、
そ
の
理
由
や
境
遇
に
か
か
わ
ら

ず
、
生
き
る
た
め
に
国
境
を
越
え
る
人
々

の
語
る
言
葉
の
中
に
は
、
ど
こ
か
緩
や
か

に
共
通
す
る
感
覚
が
宿
っ
て
い
る
よ
う
に

後
80
年
を
迎
え
た
こ
の

夏
、
命
が
け
の
旅
路
に
身

を
投
じ
る
人
々
が
か
つ
て

な
い
水
準
に
達
し
て
い

戦
今
も
世
界
の
各
地
に
移
民
、難
民
、避
難
民
が
存
在
し
て
い
る
。

国
境
を
跨
い
で
移
動
す
る
人
々
の
声
か
ら
、

今
の
日
本
人
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
。

国
境
を
越
え
る
人
々
の「
匂
い
」と「
記
憶
」

そ
れ
ぞ
れ
の〝
命
が
け
の
旅
路
〞

空爆下のウクライナ北部チェルニヒウから逃れてきたリリアと息子たち＝2022年3月16日、ポーランド南東部メディカ

1971年東京都生まれ。朝日新聞記者とし
て、ワシントン特派員、ドバイ支局長、
東京本社経済部次長（国際経済担当デス
ク）などを歴任し、独立。2019年度ボー
ン・上田記念国際記者賞受賞。著書に『エ
クソダス―アメリカ国境の狂気と祈り
―』（新潮社）、『移民・難民たちの新世
界地図―ウクライナ発「地殻変動」一〇
〇〇日の記録―』（同）。

村山祐介
Yusuke Murayama

ジャーナリスト

国境
B O R D E R
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最新鋭の955A型（ボレイ-A型）弾道ミサイル搭載原子力潜水艦（SSBN）。（ロシア国防省報道局が2024年10月12日に公開）

を
担
当
範
囲
と
す
る
ロ
シ
ア
軍
東
部
軍
管

区
か
ら
は
多
く
の
地
上
兵
力
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
と
移
送
さ
れ
て
い
っ
た
。
開
戦
初
期

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
キ
ー
ウ
を
目
指
し

て
侵
攻
し
た
部
隊
の
主
力
は
東
部
軍
管
区

を
中
心
と
す
る
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
部
隊
集
団

で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
軍

が
キ
ー
ウ
攻
略
を
放
棄
し
た
の
ち
も
同
部

隊
集
団
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
を
舞
台
に
戦

い
続
け
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
減
少
す
る

極
東
ロ
シ
ア
軍
の
兵
力

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
極
東
ロ
シ
ア
軍

は
今
や
〝
ス
カ
ス
カ
〞
と
言
っ
て
も
よ
い

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
略
を
開
始
し
て
か
ら
３

年
半
近
く
が
経
と
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
間
、
極
東

1982年千葉県生まれ。専門はロシアの軍
事・安全保障。著書に『「帝国」ロシアの
地政学─「勢力圏」で読むユーラシア
戦略』（東京堂出版、2019年、サントリー
学芸賞受賞）、『オホーツク核要塞』（朝日
新書）など多数。

小泉 悠
Yu Koizumi

東京大学
先端科学技術
研究センター 准教授

A
P/A

FLO

PART 4

極東ロシアの地上兵力は減少しているものの、海空軍は温存されたままだ。
さらに「オホーツク核要塞」にも復活の兆しが見える。日本はどう向き合うべきか。

安保戦略のアップグレードで
「オホーツク核要塞」に対峙を
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訓
練
が
沖
縄
県
主
催
（
現
在
は
沖
縄
県
と

国
お
よ
び
上
記
の
５
市
町
村
の
共
催
）
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

九
州
各
県
・
山
口
県
が
先
島
諸
島
の
住

民
の
避
難
先
に
決
定
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
も
の
の
、
沖
縄
県
で
の
検
討
に
対
応

す
る
か
た
ち
で
、
避
難
者
受
け
入
れ
の
初

期
的
計
画
が
九
州
各
県
・
山
口
県
の
協
力

を
得
て
ま
と
め
ら
れ
、
政
府
に
よ
っ
て
今

年
３
月
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
沖
縄
県
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て

き
た
避
難
検
討
の
延
長
に
あ
る
も
の
で
、

空
路
や
海
路
で
九
州
に
到
着
後
、
避
難
先

地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
自
治
体
へ
の
移

動
の
要
領
や
、
到
着
後
約
１
カ
月
程
度
の

間
の
避
難
者
の
生
活
維
持
に
必
要
な
内
容

を
検
討
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
現
在
、
政
府
は
引
き
続
き
関
係
機

関
の
協
力
の
も
と
で
、
初
期
的
計
画
以
降

NATIONAL STRATEGY

武
力
攻
撃
事
態
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
事

態
（
武
力
攻
撃
予
測
事
態
）
に
至
っ
た
場

合
な
ど
に
国
民
ら
の
安
全
を
確
保
し
、
社

会
の
安
定
を
図
る
た
め
の
諸
活
動
を
「
国

民
保
護
」
と
い
う
。

　

国
民
保
護
を
め
ぐ
っ
て
は
、
国
主
導
訓

練
の
内
容
見
直
し
が
２
０
２
１
年
に
行
わ

れ
、
武
力
攻
撃
予
測
事
態
下
で
の
広
域
避

難
を
含
む
、
よ
り
高
度
な
訓
練
が
全
国
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
方
、
22

年
か
ら
は
沖
縄
県
の
先
島
諸
島
（
東
側
か

ら
、
宮
古
島
市
、
多
良
間
村
、
石
垣
市
、

竹
富
町
、
与
那
国
町
の
５
市
町
村
）
の
住

民
ら
約
12
万
人
が
九
州
各
県
並
び
に
山
口

県
に
避
難
す
る
ケ
ー
ス
を
想
定
し
た
図
上

本
が
外
国
か
ら
の
軍
事

攻
撃
を
受
け
る
武
力
攻

撃
事
態
に
至
っ
た
場
合

や
、
状
況
が
緊
迫
し
、

日

中林啓修
Hironobu Nakabayashi

日本大学危機管理学部 准教授

1976年生まれ。慶應義塾大学
大学院政策・メディア研究科後
期博士課程単位満了修了（博士
号取得）。沖縄県知事公室地域
安全政策課主任研究員などを経
て、2024年4月より現職。

今年1月に政府や沖縄県などが実施した、先島諸島の住民らの避難手順を確認する図上訓練の様子

何
の
た
め
の
国
民
保
護
な
の
か
？

政
治
家
は〝
自
ら
の
言
葉
〞で
語
れ

WEDGE

OPINION

K
YO

D
O N

EW
S IM

A
G

ES

「
有
事
」の
発
生
時
に
は
国
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に「
国
民
保
護
」を
実
施
す
る
。

地
域
住
民
や
担
当
者
な
ど
特
定
の
人
だ
け
に
押
し
付
け
ず
、国
民
全
体
で
共
有
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
は
？
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